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2. 殺虫剤の効力増進に関する基礎的研究 (舞12報)2種ビレスロイドの混用効果について
林 先史 (大正製薬株式会社 防虫科学研兜宝,災京医科幽科大学 医動物学教室)48.ll.7受班

Phthalthrinとproparthrinを混合して用いることは犬用的価旭のあることが明らかになった.

混合剤合は proparthrin:phthalthrin;80:20,60:40が効果的である.

投近,pyrethroid の開発が盛んで,resmethrin,

prothrin,proparthrin,phthalthrinなどが登場し

ている. しかし,従来の pyrethrinsに比較して

phthalthrinを除き,いずれもノックダウン効果が劣

ち.このことは家庭用殺虫剤の空間Pn瑛剤として班用

する勘合,きわめて不利である.この欠点を補うとと

もに新しい合成 pyrethroidの特徴をいかすため混合

剤の検討が必出である.-水火験では速効性を持つ

phthalthrirLと致死力の強い proparthrinの氾用効

-niについて検討を行ない知見を符たので報告すろ.

本文に入るに際し,粒々御指導を過った名古屋大学

名誉教授弥田妄ぎ三博士.-ik京医科歯科大学加納六郎教

撹,実験に協力された田中哲雄氏に御礼申し上げる.

10

実験材料および方法

供試薬剤 :実験に用いた殺虫剤は proparthrin(Tb'

富製薬株式会社製造)と phthalthrinの 2班別で.

いずれも工業用原体である.

供試昆虫:実験に用いたイエバェMuscadomesLJ'co

vicfnaMacqu.,高槻系は当研死去で刺 ℃飼称tlの羽

化後4日目から5日目の成虫である.チャバネゴキプ

.)B/LateLlageymam'caL.も当研究宝で累代銅か 171

の成虫である.

実験方法:火験は局所触用法.0.5m3祁型法および

Ds型法の3万はで実地した.

局所触用法は供試薬剤をアセトンで所定汲度に稀釈

し,微量注射おでイエバエの胸部背板に0.5FLLあて処

理し,24時間後の致死率を観察した.0.5m3箱型法は
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供試エアゾールを2秒ItqPJt試し.桝試虫の時間一致鰐

下仰怯串を槻黙した.Ds理舷 もエアゾール刑の火映

に班川するが.鮮細は枯ら (1968.69)I･L)に.紀'椛され

ている.

英験括果および考無

所しいピレスロイドの proparthrinとphthalthrin

の氾合判介と殺虫力の関係をイエバエ,チャバネ3'キ

ナt)を用いて失験し,表1に記載した如きLD80値を

得た.

Tabl占1. EffectsoftopicalapplicationsoEpro.
parthrin,phlhalthrinandproparthrin

plusphthalthrintoMuscadomcsh'ca
L.andBltaEctLageymanJ'caL.
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イエバエに対するproparthrinの LDBOldは0.335

FLgで phthalthrinの0.708ILgに比恨して小さなIul

で.効果の拓いことが班められる. また.propar･

thrin80:phthalthrin20,60:40の混用割合で効果

が現われ,phthalthrin叩独より殺虫力が高まること

が祝祭された.なお,チャバネゴキプ.)においても混

用の効果が認められた. これらの結果を Sunetal.

(1969)3)方法によって処理し,表2の結果を得た.い

ずれも,混用によって効果が助長された.なお.混合

剤に対する協力剤についても検討したが S-421以外

は効果がなかった.

また.実用製剤を考え.有効成分虫が0.2%のエア

ゾール剤を試作し,ノックダウン効果を比較検討した.

実験は0.5m3箱型法とDs型の2方法で行ない,表

3の如き結果を得た.phthalthrin0.16%･.propar･

thrin0.04,%の配合剤はproparthrin単独剤よりも効

架的であった.

以上の鮒恥から.殺虫力の増強には phthalthrinと

proparlhrinの氾用は-1J効である.また.その効米は

跡n:ではないがさi川によるノックダウンの促進が認め

られろ.
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Table3. ComparativeeffectivenessofAerosolscontainingtwopyrethroid

againsthousefliesby0.5m3boxtypemethodandDS-typemethod.

Mixedrate0,,,re.hr｡id O･5m3method perceDn?-FnpoeckT.eXhnoda,ter

(phthalthrin%:proparthrin%) KT-50 Ta競a,Ii2t.yh,25) 30min 4hr･ 24hr･

0.20:0
0.16 :0.朋

0.12 :0.08

0.08 :0.12
0.04 :0.16

0 :0.20

1/.36〝 62.8 58.3 6.9 2.1
2.01 79.6 50.0 8.3 2.8

2.06 74.1 36.8 9.0 4.2
2.12 83.3 36.1 2.8 2.1

2.19 75.2 40.3 2.8 0
2.28 90.0 86.8 10.4 5.6
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Summary

Thejointtoxicitiesofpyrethroidweretested

againstthe housefly(Muscadomesticavicina

Macqu.) and German cockroaches (BLLaLeLLa

gcymanica L.).Theco,toxicitycoefficientsof

mixtureswere calculated by using the Sun･

method.

Themixturesofproparthrin(80)plusphthal･

thrin(20)andproparthrin(60)plusphthalthrin

(40)showedhigh synergisticaction.Proparthrin

wasmoreeffectivethanphthaltllrin.

TheResistantLeveloftheIIouseElytoSeveralInsecticidesinEochiPrefecture,Japan,
PartIII. AkifumiHAYAStlI,1'2)MasayoshiHATSUKADE,2) ⅩazumiHoRltJCtl13)andSawako

MATSUIAKla)(LaboratryofAppliedEntomology,TaishoPharm.,Co.,Ltd.,Tokyo,I)Depart･

mentofMedicalZoology,TokyoMedicalandDentalUniversityZ)andZoologicalLaboratry,
KochiWomen'sUniversitya)).ReceivedNovember15,1973.Botyu･Kagaku,39,12,1974.
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3. 高知県下におけるイエバエの殺虫剤感受性について (ⅠⅠⅠ)林 先史,J･2'廿日山正弘 l)糾
内和美,3)松崎沙和子3)(大正製薬株式会社 防虫科学研光室,1)東京医科幽科大学 挺動物学敏弘 2)'lLIh'知

女子大学 動物学研兜ii3))48.ll.15受理

前知爪下の足摺. 室戸地域-相を中心とした48カ所でイエバェを採袋し, 数種殺虫剤に対する感

受性について調査を行なった.実験の結氷,malathionに対しては殆んどの地城で強い抵抗性が認

められた.また十和村 (I.271FEg)は sumithionに対して抵抗性を,佐宮沢 (10･181FLg).東洋町

(16.060IL),生見 (8.643FLg)は diazinonに抵抗性を持つことが明らかになった.

林ら (1972,73)1･3)は2咋関にわたって,高知県下

のイエバエの各班殺虫剤に対する感受性の調査を行な

ってきた.今回は.-lruの割出で不充分であった地域を

割出し,LT;!内の血盟な地こくでの調査をほぼ終了したの
で結果をとりまとめ棚岱する.

本文に入るに際し,種々.御助言を賜った名古庄大

学名誉教授弥富啓三博士,束京医科歯科大学医動物学

教室の加納六郎教授.実験に協力された研究室の各位,

採壬掛こ御協力いただいた藤村千賀助教授に謝意を袈す

る.

実験材料および方法

1.供拭昆虫

火験に批目したイエバエ MuscadomesticaLinn6
1758は誠知娘下の土佐清水市を含む足摺崎-措 く片泊,

下川ロ.櫛比 三崎,加久鼠,中浜,大浜,松尾,栄

大戸.伊佐,金剛福寺,大谷,伊予,以布利,本奈呂,

下の加江,布),rll村恥 ti]のロ森,幡多郡の西土佐.

十和t寸.土佐柿の良沢.11沢帆 下本川,-'安芸郡と溢

戸了tJ'のHWIt純一柑 (大岩.相木.立石,羽板崎,西灘,
申町.切土.姓も耳,発生.沖呂鼠 印呂,沖呂小前.
&'l-17岬.虫戸岬ホテル弧 高岡,立岩,尾崎,佐-#鼠
松丸,入木,野根,災洋町,生見,申捕)の48カ所か
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ら採災して,実験室に持ち帰り増姫して用いた.

採錨地はいずれも住宅のゴミ箱近辺と膿缶およびm

舎近辺である.殺虫剤の具体的な班用出は不明で.地

域によってはかなり散布しているようである.

2/供試薬剤

米欧に班用した殺虫剤は,allethrin,pyrcthrins.

sumithion(純度98.67%),diazinon(純度99.6,%),

malathion(純度95.5%)およびγ-BHC (純此99%以

上)の6種籾の原体で,実用に用いる前に分析泣出し.

質的低下のないことを確認して用いた.

3.実験方法

実験は局所鮎用法によって行なった.いずれの故山

剤もアセトンで所定温度に稀釈し,放出江別諾引こよっ

て0.5FLtあて,イエバエの胸部背板に処理して24時聞

後の致死率を観察した.1回1濃度に体韮20mgから

23mgの雌成虫を20頭用い.6濃度区を設けて3辿区

制で3反復失鹸を行なった.

実験結果および考察

火映船架は滋1,表2に記載した如くである.誠1

の結果は足摺崎一考汀のもので.表2の純米は室戸岬と
山間地のものである.

実験を急ぐ必繋上,足摺方面は主要なる殺虫剤4位


